
平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
受
領

答

弁

第

四

〇

号

内
閣
衆
質
一
八
七
第
四
〇
号

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

伊

吹

文

明

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
君
提
出
バ
ン
ク
ー
バ
ー
総
領
事
館
で
不
適
切
な
経
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
関
す
る
再
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
君
提
出
バ
ン
ク
ー
バ
ー
総
領
事
館
で
不
適
切
な
経
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
関
す
る
再
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

さ
つ

外
務
省
と
し
て
、
当
時
の
在
バ
ン
ク
ー
バ
ー
日
本
国
総
領
事
館
館
長
で
あ
っ
た
伊
藤
秀
樹
ス
ー
ダ
ン
国
駐
箚
特
命
全
権
大

使
（
以
下
「
伊
藤
大
使
」
と
い
う
。
）
が
、
同
総
領
事
館
に
お
い
て
平
成
二
十
三
年
八
月
か
ら
九
月
ま
で
の
間
に
千
三
百
九

十
二
カ
ナ
ダ
ド
ル
及
び
平
成
二
十
四
年
一
月
か
ら
二
月
ま
で
の
間
に
三
千
三
百
六
十
九
カ
ナ
ダ
ド
ル
の
公
金
の
紛
失
（
以
下

「
本
件
公
金
紛
失
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
時
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
十
三
年
九
月
上

旬
及
び
平
成
二
十
四
年
二
月
上
旬
で
あ
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

同
総
領
事
館
が
外
務
本
省
に
対
し
て
本
件
公
金
紛
失
に
つ
い
て
報
告
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二

十
六
年
十
月
二
十
一
日
内
閣
衆
質
一
八
七
第
一
六
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
一
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て
で
お

答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

外
務
省
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
三
日
に
同
省
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
記
者
ブ
リ
ー
フ
に
お
い
て
、
本
件
公
金
紛
失
を
公

一



表
し
た
。

三
に
つ
い
て

伊
藤
大
使
は
、
お
尋
ね
の
内
規
に
基
づ
く
処
分
を
、
平
成
二
十
六
年
七
月
十
六
日
に
受
け
た
。

四
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
、
同
省
職
員
に
対
す
る
処
分
の
公
表
に
当
た
っ
て
は
、
「
被
処
分
者
の
属
性
に
関
す
る
情
報
を
、
個
人
が

識
別
さ
れ
な
い
内
容
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
」
こ
と
を
規
定
し
た
「
懲
戒
処
分
の
公
表

指
針
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
五
年
十
一
月
十
日
付
け
総
参－

七
八
六
人
事
院
事
務
総
長
通
知
）
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
沿
っ
て
、
同
指
針
が
作
成
さ
れ
た
後
に
行
わ
れ
た
同
省
の
内
規
に
基
づ
く
処
分
で
あ
っ
て
、

同
省
と
し
て
当
該
処
分
を
受
け
た
職
員
の
氏
名
を
公
表
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
同
省
に
お
い
て
確
認
で
き
る
範
囲
で
お

答
え
す
れ
ば
、
中
川
幸
子
在
ハ
イ
チ
日
本
国
大
使
館
参
事
官
が
監
督
責
任
を
問
わ
れ
、
同
省
の
内
規
に
基
づ
く
厳
重
注
意
処

分
を
受
け
た
後
、
マ
リ
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
に
任
命
さ
れ
た
例
が
あ
る
。

五
に
つ
い
て

前
回
答
弁
書
七
に
つ
い
て
で
述
べ
た
調
査
（
以
下
「
本
件
調
査
」
と
い
う
。
）
は
、
外
務
省
大
臣
官
房
に
よ
り
行
わ
れ
た

二



も
の
で
あ
り
、
平
成
二
十
五
年
八
月
に
外
務
本
省
か
ら
在
外
公
館
に
対
し
、
手
持
現
金
の
保
管
状
況
等
の
報
告
を
公
電
で
指

示
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
十
月
ま
で
に
在
外
公
館
か
ら
外
務
本
省
に
対
し
、
公
電
で
報
告
が
な
さ
れ
た
。
本
件
調
査
に
つ
い
て

の
報
告
書
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

六
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
、
伊
藤
大
使
を
含
む
当
時
の
在
バ
ン
ク
ー
バ
ー
日
本
国
総
領
事
館
関
係
者
に
対
し
て
聞
き
取
り
調
査
等
を

行
っ
た
が
、
本
件
公
金
紛
失
の
原
因
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

三


